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訓点資料構造化の試み

高田智和 田島孝治

1 はじめに

平安・鎌倉時代の訓点資料は、漢文による本行・割注、書写者や校訂者等による本文訂

正、加点者によるヲコト点(字画の隅に記された符号)・声点・仮名点など持ち、複雑で重

層的な文書形式である。従来、日本語史研究では、文字(万葉仮名から片仮名への変遷な

ど)、音韻(音便や日本漢字音など)、語葉・語法(漢文訓読語など)といった面で、訓点

資料が活用されてきた。伝存する訓点資料は、平安時代だけでも 5，000点を超えると言わ

れ、その大部分は仏典資料である。司11点資料は、日本語史研究に活用されてきたが、これ

はー側面にすぎず、仏教学、歴史学、文学など、文献資料を扱う分野において共有される

ものである。

近年は、パソコンの普及に伴い、各分野で文献資料の電子化やデータベース化が進み、

学界の資産として共有し、研究者個人が研究や教育で活用することが行われている。しか

し、言語研究資料として訓点資料を扱う分野では、対象資料の文書形式が複雑なこともあ

ってか、漢文本文と訓点を併せての電子化やデータベース化はほとんど行われていない現

状である[1]0

本稿は、司11点資料の解読を、原本から実際に行なおうとする立場で、司11点資料の基礎研

究の段階において制作する釈文に対して、XMLを用いた構造化記述を検討するものである臼

2 訓点資料の基礎研究の流れ

訓点資料の基礎研究(解読)の流れは、大まかに次の3段階である。

1.原本書誌調査

2.解読結果の記述

3.解読結果の共有(公表)

第 1段階は原本書誌調査である。料紙や装丁など書誌学的見地から、訓点資料の年代や

資料的価値を見極める。しかし、司11点資料は、歴史的、文化財的、教学的価値の高いもの

が多く、原本書誌調査のための閲覧に困難が伴う場合が多い。重要典籍については、複製

や影印が公刊されているもののあるが、複製や影印それ自体が稀観品で・あったり、白黒印

刷で、あったりと、研究利用にあたって少なからず問題もある。博物館などで、司11点のある

典籍がカラーのデジタル画像で公開されていても、ヲコト点などを確認できる画像の精度

でないこともある。この場合、訓点資料の解読が公開の目的に含まれていないのであろう

から、やむを得ないことである。また、角筆による訓点の有無は、特殊撮影を施さなし、か

1)金水敏(1999)は、成果公表を念頭に置いた組版の7ークアップであるu
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ぎり、原本でしか把握できないことである。

第 2段階は解読結果の記述で、解読作業の中核である。ここでは、移点、釈文制作、書

き下し文(し、わゆる訓読文)制作の3段階がある。

移点は、原本、あるいは、原本に準じる複製、影印、デジタル画像を見ながら、訓点の

有無を確定していく作業である。具体的には、漢文本文を用意してそこに訓点を記入した

り、マイクロフィルムの紙焼き等にマークを入れたりする(図 1参照)。

高

鄭

021 

中.津必
. l!.，' ~ 弘一

地 4 品
目ヨ

夏
既
，

時.
，..-弗;

ps 
s告
同友

相

雷

桑
l
土
既
，

輩i
於{

理

志

日

022 

i事

在

積

城

陽

.~ 

陰

023 

~ .丘1

" M 島居申
込1

.土

孔

園

大

水

去

民

安

日

就

桑

輩
出
デ

下

丘

居

平

土

12 

時
一
宮
乏
一
郎
晴
樹
胤
餅
同
一

一ゃい
γ
~
W
M
M
い
一
区
一
業
主
仇
撃
が
ん

1
3
S

・

4
J
b
'
a
t
-
-
E
R
!
!
1
1

暢

J
L
舟
刊
立
川
れ
れ
れ
v
v
ι

即

.. :..~{ 

釈文[3]

移点本をもとに釈文を制作する(図2参照)。釈文は、漢文本文の体裁を保ったまま翻宇

し、ヲコト点を仮名にするなど一定のルールを設けて訓点を書き込んだ、翻刻文で、ある。初

期解読の成果と呼べるものである。

移点本、あるいは、釈文から、書き下し文を制作する。書き下し文は日本語文であるか

ら、日本語としての文レベルでの文法・語法研究に寄与できる可能性が広がる。釈文でも、

従来の日本語史研究で行われてきた、文字、音韻、語藁・語法など、文字あるいは語レベ

ルで、の研究利用は可能である。

したがって、訓点資料の基礎研究の最終段階にあたる解読結果の共有(公表)は、釈文

図2
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2)国家図書館(台北)蔵『史記』巻第二夏本紀の一部u
3)小助川貞次ほカ可2009)よりu



か書き下し文で行われる。公表の方法は、紙媒体の雑誌や図書が主で、電子化されたもの

は流通していない。

また、原本が一般に公開されていない場合や、海外の図書館等に所蔵されている場合は、

釈文、あるいは、書き下し文によるしかなく、検証の可能性が狭められるといった問題も

生じる。

3 釈文と書き下し文

現代の高等学校の漢文教科書などでは、白文に施された訓点を、ノレールにしたがって読

み下せば、一通りの書き下しヰになる。これは、一通りの書き下し文になるように、訓法

が整備された結果である。しかし、平安・鎌倉時代の訓点資料では、必ずしも書き下し文

が一通りになるとは限らない。このことを、京都国立博物館蔵岩崎本『日本書紀』巻第二

十二に引かれた十七条憲法の冒頭の文「以和僑貴」で説明しよう。

岩崎本の当該個所では、「和」に対して複数の訓点が加点されている(図 3参照)。
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図3 複製本[4] 図4 釈文[5]

岩崎本の加点、は4段階があるとされ、築島裕・石塚晴通 (1978)による釈文(図4参照)

では、司11点の色、塁の濃さ、筆跡などを原本によって調査し、平安中期末の加点、をA、院政

期の加点を B、室町時代宝徳3(1451)年及び文明 6(1474)年の加点(一条兼良加点)を

Cと、加点、年代を比定している。これにしたがえば、当該個所は次の三通りの書き下し文が

つくられるであろう。

A <平安中期末):和(ヤハラク)を以て貴と為。

B <院政期) :和(ヤハラカナノレ)を以て貴と為。

c <室町時代) :和(アマナヒ)を以て貴(タフトシ)と為。

書き下し文が一通りにならないのは、加点が複数回行われて、訓点に層があるという岩

4) r復刻日本古典文学館日本書紀巻第二十二推古~ (日本古典文学会、 1972)より固
5)築島裕・石塚晴通(1978)よりu
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崎本の特性が大きな要因である品]。

訓については、「和」の解釈が、「ヤハラク」→「ヤハラカナル[7]J→「アマナヒJと、

加点年代によって変わったこと、「貴」は室町時代に「タフトシJと確実に訓んでいること

がわかる。平安時代に「貴Jをどう訓んだか、あるいは「以Jr為」の訓は、当該個所から

確証は得られないU

返読については、室町時代の加点には、「以和Jr為貴Jにそれぞれ雁点があるので、語

順転倒を行なったことがわかるo 平安時代の加点では、「和」に返点を兼ねた「てJをあら

わすヲコト点が加点されているので、「以和j は返読をしている。しかし、「為貴」に返読

の確証は見られない。したがって、 A、Bの書き下し文は、，次のt.;、 B'のようにあらわすこ

ともできる。

t.;(平安中期末):和(ヤハラク)を以て為貴と。

B' (院政期〉 :和(ヤハラカナル)を以て為貴と。

ヲコト点については、平安中期末の加点を、院政期でも室町時代でも、そのまま訓読の

際に利用したであろうという推定のもと、 BとCの書き下し文を作成している。つまり、

同ーの本に複数の加点者がいる場合、後の加点者は前の加点を訓み継いで、解釈を変える

べきところは新たに加点するという前提を設けて、ここでは解読を行なったのである。

一般に、司11点資料の書き下し文では、解読者の解釈が入り込んだ結果、一通りにならな

いことも、可能性として起こりうる。特に、司11点がない箇所に解読者が補読を試みるよう

な場合である。築島裕・石塚晴通 (1978)が、加点年代を比定しているにもかかわらず、

公表したものが釈文であるのは、解読者の解釈によって解読結果に影響が大きく生じる書

き下し文を避けたことも、一因として考えられる。

前出の小助川貞次ほか (2009) による国家図書館(台北)蔵『史記』巻第二夏本紀の解

読では、加点の層を大きく 3段階(宝治 2(1248)年安倍時貞加点、建長 8 (1256)年安

倍為貞加点、文和 3(1354)年惟宗守俊加点)に比定したが、公表した釈文では、それぞ

れの訓点に加点年代を記述しなかった。理由は、すべての訓点の加点年代を判別しきれて

いなし、からである。したがって、夏本紀全巻にわたって、加点の 3段階に対応する書き下

し文三通りをつくることは、現状ではまだできないのである。

4 訓点資料の構造

訓点資料は、それ自体、構造を持っていると見なすことができる。大きくは、本行と双

行注からなる漢文本文と、それらに対する注釈にあたる訓点ということになろう。白藤瞳

幸(1990) は、漢文訓読を加点者の注釈活動として扱うことを提案しており、これにした

6)訓点、資料の訓点の層については、十七条憲法の同じ例を用いて、時空間情報の観点から嘗山日出夫・高田智和 (2007)で扱ったこと

カEある。

7)院政期点は、平安中期末点の『ヤハラク」の「ク」の上から、「カナノレj を書き足しているので、「ヤハラカナノレj を意図していると

考えられるu
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がえば、句読点、返点、ヲコト点、声点、仮名点など、読み下しに直接関わる加点者の書

き込みのほか、読み下しのための解釈に関わる注釈書や字書・音義の引用や、漢文本文の

校訂、対校による異本注記など、注釈レベIレのすべての書き込みを広く訓点として扱うこ

とができるであろう。

また、訓点の物理的な形状や形態は、訓点があらわす意味や役割を担っている。前述の

ように、訓点の層は加点年代や加点者の別を反映し、これは、訓点の色(朱点、墨点、白

点など)や筆記具の別(毛筆か角筆か)によって知られる。

符号の形状にも、星点、圏点、線点、鈎点、などがあり、ヲコト点/声点の弁別などに機

能している臼

同じ形状の符号で司あっても、付される位置によって意味が異なる。例えば、国家図書館

(台北)蔵史記夏本紀の朱点のヲコト点は、次のようである(図 5参照)。星点が付された

位置が、あらわす音節を決定する。左下の場合、字画の隅に接近していれば「て」である

が、字画からやや離れていれば、返点を兼ねた「てj となる。しかし、どのくらい離れて

いたら返点になるのか、明確な基準はないようであり、解読者が文脈から判断することに

なる[8]。

被注字、被注字句に対する仮名点や漢文注の位置も、訓点の層を反映する場合がある。

一般に、最初の加点では右側、次の加点では左側、書き込むスペースがなくなれば、欄外

の頭注や、裏書になると考えられる。
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図5 ヲコト点図

符号であらわすか、文字(言語)であらわすかも、訓点様式の時代変遷と関わってくる。

初期のヲコト点(符号)主体のものから、時代が下るにつれて仮名点主体のものへと移行

してし、く。仮名点も語形の一部(語頭あるいは語末の音節)を示すものから、語形全体を

表示する、現代の振り仮名に類するものへと変わってし、く。漢字音の表記も、反切や類音

注から、仮名点の多用へと移っていくようである。

釈文は、原本のレイアウトを重視した解読結果であるから、訓点の物理的な形状や形態

を考慮した構造化記述を考える必要があるロ

8)返点を兼ねた「て」は、返る先の文字を特定する符号を伴わないυ そのため、読み順が特定できる雁点や一二点などとは、や-'t寸主質

が異なるu
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5 XMLによる構造化記述-京都国立博物館蔵『世説新書』巻第六残巻を例にー

訓点、資料の構造化記述に際して、 XMLを試してみることにした。近代以降の日本語コー

パスにおいて実績があること、目的は異なるが、漢文訓点のマークアップに前例があるこ

と、歴史学の文献資料の構造化においても実績があることなどの理由による。

今回， XMLによって構造化を試みる資料は，京都国立博物館蔵『世説新書』巻第六残巻

である。漢文本文は 7世紀末の唐写本、 10世紀初頭頃加点、のヲコト点主体の訓点資料であ

る。司11点は朱点が 2種、角筆点が 1種の計3種であり、加点、は3段階と考えられる。『世説

新書』巻第六残巻のようなヲコト点主体のより、ンンプルな構造の訓点資料でまず記述方法

の骨格をつくり、その上で、京都国立博物館蔵岩崎本『日本書紀』巻第二十二や、国家図

書館(台北)蔵『史記』巻第二夏本紀のような、仮名点や漢文注を豊富にもつ複雑な司11点

資料に拡張してし、く意図から、本資料を選択した。

『世説新書』巻第六残巻の官頭 10行について、筆者による本文翻字を以下に示す"JIS 

外字は=で表わして丸括弧でUnicode左大漢和辞典番号を添え，割注は[ ]，補入は( ) 

で寸舌っている。

1 : = (U+90D7，M39413)太尉晩節好談既雅非所経而
2:甚持之[中興書日豊少好皐博寛章書皐睡不章句而多所通綜也]

3:後朝観以王丞相末年多可恨毎

4:見必欲苦相規誠王公知其意毎

5:引作他言臨嘗還鍾故命駕詣丞

6 :相翻嶺=(U+53B2，M03041)色上坐便言方嘗永別

7 :必欲言其所見意浦口重辞殊不

8 :溜王公掃其次日後面未期亦歓

9 :壷所懐願公勿復談=(U+90D7，M39413)遂大(膿氷〉持而

10 :出不得一言

今回は、訓点が施される単宇や文字連節が属する漢文本文の層と、単字や文字連節に施

される訓点が仮名点や漢文注といった文字(言語)で示される注釈の層と、 2層を分けて構

造を設けてみた。漢文本文の層の入れ子関係、は、次のとおりである。

本行1 連節一一一単字…文字データ

単宇…文字データ

・文字データ

」ー双行注一寸一→車節一一一単字…文字データ

単宇…文字データ

-文字データ
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ヲコト点、返点、声点など単字に付される符号は単字の要素とし、合符など文字連節に

付される符号は連節の要素とする。また、句点、読点などは、文字データの階層の要素と

みなす。また、漢文本文での漢字の物理的な位置を示すため、行番号の要素を文字データ

の階層に設ける。

訓点の要素では、次のように属性を記述する。『世説新書』巻第六残巻の官頭 10行で使

用したものを例示する。 class属性には、訓点の層を記述する。この資料では、 3種の層そ

れぞれの加点年代が明確ではないので、訓点の色と筆記具を用いることにした。ヲコト点、

については、ここでは、字画に付された位置ではなく、音節に解釈して記すことにしたが、

より精搬な記述を行うためには、韓国口訣資料の解読で利用されている 5X5分割などの導

入も有効で、あろう。

くヲコト点 class="朱"形状"星"音節="1こ"1> 
〈返点 class="朱"形状"星"音節"て"1> 
く合符 class="朱"位置"中央"1> 
〈人名 class="薄朱"形状"星"1> 
く句点 class="角"形状"星"1> 
く読点 class="朱"形状"星"1> 

単字、文字連節に仮名点や漢文注が付されている場合には、 IDを設け、注釈を参照させ

る。注釈の層の入れ子関係、は、次のとおりである。

注釈~ー仮名注一寸ー和司11 …文字データ

I L.ー字音…文字データ

」ー漢文注一寸一反切…文字データ

」引用…文字データ

仮名注(主として省画仮名、万葉仮名で書かれたもの)には和訓と宇音、漢文注(主と

して漢字、漢文で書かれたもの)には反切と引用の要素をそれぞれ設ける。『世説新書』巻

第六残巻の冒頭 10行に出現した要素は和訓のみであるU 例示する。

〈注釈〉

く仮名注 id="t041")

〈和訓 class="朱"位置"右勺云<1和訓1><1仮名注〉
〈仮名注 id="t048")

く和訓 class="朱"位置"右勺モく/和訓〉く/仮名注〉

く/注釈〉
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和訓にさらに声点がつくような場合が想定されるため、和訓、字音、反切、引用の要素

の下位にも、単字や文字連節の要素を置くことを考えていたが、『世説新書』巻第六残巻に

そのような事例はなかった。

『世説新書』巻第六残巻の第 9行目に見られる本行への補入「眠氷Jは、「眠Jr氷」の

それぞれ一文字ずつを単字要素にし、属性に「補入Jを記述することで処理した。文字列

の補入を、文字列単位ではなく単字単位で扱ったのは、補入の 2文字目の「氷」と、それ

に続く「斡」とが合符で結ばれ、司11読上のー単位を形成しているため、 XMLの入れ子のね

じれを回避しようとしたからである。なお、青紙は、補入と関係していると考えられるが、

独立した要素として扱った。

く単字 id="t044"属性"補入">眠

〈ヲコト点 class="朱"形状"星w 音節"て"/></単字〉

く連接 id="r002">

〈単字 id="t045"属性"補入勺氷く/単字〉

〈単字 id=可046">幹〈青紙/></単字></連接〉

『世説新書』巻第六残巻は、 JISX 0208文字セットを用いて翻字したため、 JIS外漢字

の処理が必要になる。外字は=であらわし、タグで表現することにしたυ属性には、Unicode

と大漢和辞典親宇番号を記述する。

旬issingCharacterunicode="U+90D7"太漢和="M39413">=く/missingCharacter>

ここまで述べたルーノレよって、『世説新書』巻第六残巻の第 1行目と第2行目を構造化す

ると、以下のようになる (XML宣言等は省略)。

く本文〉

〈タイトル〉京都国立博物館蔵『世説新書』巻第六残巻く/タイトル〉

く本行〉

く行番号="1"/> 

くmissingCharacterunicode="U+90D7"大漢和="M39413">=く/missingCharacter>

太尉

く読点 class="薄朱"形状よ星"/> 

晩

く単字 id="t001">節

くヲコト点 class="朱"形状"星"音節="1こ"/> 

〈ヲコト点 class="角"形状"星"音節="1こ"/>く/単字〉

好
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く単字 id="t002">談

くヲコト点 class="朱"形状"星"音節"を"/> 

くヲコト点 class="角"形状-星"音節-を"/> 

く返点 class="朱"形状f星"音節子て"/> 

〈返点 class="角"形状-星M 音節-て"/>く/単字〉

既

〈単字 id="t003">雅

くヲコト点 class="朱"形状"線"音節"より"/></単字〉

非

く単字 id=可004">所

くヲコト点 class="朱"形状"星"音節よ!こ"/> 

くヲコト点 class="角"形状-星"音節="1こ"/>く/単字〉

く単字 id="t005">鰹

くヲコト点 class="朱"形状"鈎"音節"たる"/>く/単字〉

く単字 id="t006">市

くヲコト点 class="朱"形状"星"音節"を"/> 

くヲコト点 class="角"形状"星"音節"を"メ〉く/単字〉

〈行番号="2"/> 

甚

く単字 id="tOor>斡

くヲコト点 class="朱"形状"鈎n 音節"たる"/></単字〉

之

く句点 class="薄朱"形状"星"/> 

く双行注〉

中興書日

く単字 id="t008">肇

く人名 class="薄朱"形状-星"/>く/単字〉

〈単字 id="t009">少

く返点 class="朱"形状"星n 音節"て"/> 

く返点 class="角"形状"星"音節"て"/>く/単字〉

好畢

〈句点 class="朱"形状"星"/> 

く句点 class="角"形状"星"/> 

博覧室

〈単字 id="tOl0勺書

くヲコト点 class="朱"形状"星"音節"を"/>く/単字〉

く句点 class="朱"形状-星"/> 
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畢

く読点 class="朱"形状-星"/> 

雄不章句

く読点 class="朱"形状-星"/> 

く読点 class="角"形状"星"/> 

而

く読点 class="角"形状"星"/> 

多所通綜也

く/双行注〉

画面出力用に、 XMLから HTMLに変換したデータを、 Webブラウザで表示した釈文の

画面例を示す(図 6参照)。訓点の表記は築島裕・石塚晴通(1978)に準じ、画面出力の利点

を活かして、朱点、と角筆点で一致するものを青、朱点のみのものを赤、角筆点のみのもの

を緑に色分けしている。冒頭10行だけを見ても、朱点と角筆点の一致率が極めて高く、同

時に、朱点のみの訓点が相当数あり、角筆点のみの訓点が極めて少ないことから、角筆点

をなぞるようにして朱点を精般に加えたと見るべきであろうか。
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6 XMLによる構造化記述ー京都国立博物館蔵岩崎本『日本書紀』巻第二十ニの一部を例

『世説新書』巻第六残巻の構造化記述にあたって設計したタグは、次の 23種である。

本文

タイトル、本行、双行注、単字、連接、注釈、仮名注、漢文注、和訓、字音

反切、引用

行、句点、読点、 missingCharacter

ヲコト点、返点、声点、人名、合符、青紙

これらのタグを用いて、京都国立博物館蔵岩崎本『日本書紀』巻第二十二の第 103-----104

行目(十七条憲法の冒頭を含む推古天皇 12年夏の冒頭)について構造化を試みると、科段

点、鈎点、合点の 3種のタグが追加される。

構造化例を以下に記す (XML宣言等は省略)。

〈本文〉

くタイトル〉岩崎本日本書紀巻第二十二推古紀く/タイトル〉

く本行〉

〈行番号="103"/> 

く科段点 class="朱"/> 

夏四

〈単字 id=冗001勺月

くヲコト点 class="朱"形状子星M 音節"の"/>く/単字〉

丙

く単字 id=冗002">寅

くヲコト点 class="朱"形状J星"音節"の"/></単字〉

朔戊

く読点 class="朱"形状"星"/> 

辰

く連接 id="r001">皇太子

く合符 class="墨C"位置-中央"/>く/連接〉

く単字 id="t003">親く/単字〉

〈単字 id="t004">肇

くヲコト点 class="朱"形状"星H 音節"て"/>く/単字〉

く単字 id="t005">作

く返点 class="墨C"形状"二"/>く/単字〉

く行番号="104"/> 
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く連接 id="r002勺憲法

く合符 class="墨C"位置-左"/)く/連接〉

〈連接 id="r003")十七

く単字 id=可006")僚

く返点 class="墨C"形状="-"/)く/単字〉く/連接〉

〈句点 class="朱"/) 

く鈎点 class="朱"/) 

く単字 id="tOO7")ー

くヲコト点 class="朱"形状-星M 音節=''1こ"/)く/単字〉

〈単字 id="t008")日く/単字〉

〈読点 class="朱"/) 

く単字 id="t009")以

く返点 class="量C"形状"レ"/)く/単字〉

く単字 id="t010")和

くヲコト点 class="朱"形状子星M 音節"を"/) 

く返点 class="朱"形状"星"音節"て"/)く/単字〉

く単字 id="tOll")溝

く返点 class="墨 C"形状"レ"/)く/単字〉

く単字 id="t012")貴

くヲコト点 class="朱"形状"星"音節-ど， /)く/単字〉

〈句点 class="朱"/) 

く/本行〉

く注釈〉

く仮名注 id="r001")

〈和訓 class="墨C"位置-右")ヒツキノミコ</和訓)</仮名注〉

く仮名注 id="t003")

く和訓 class="朱 A"位置"右")ミく/和副1)く/仮名注〉

〈仮名注 id="t004")

く和訓 class="墨 C"位置"右")ハく/和訓〉く/仮名注〉

く仮名注 id=lt005")

く和訓 class="量8"位置-右")ツクリキ</和訓〉

く和訓 class="墨 C"位置"右下")タマフ</和司11)く/仮名注〉

く仮名注 id=マ002勺
く和訓 class="朱 A"位置"右")イツクシキく/和訓〉

〈和訓 class="墨 C"位置"右下")(イツクシキ)ノリ</和訓)</仮名注〉

〈仮名注 id="r003勺

く和訓 class="朱 A"位置 11右")トヲチアマリナ、ヲチく/和訓〉く/仮名注〉
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く仮名注 id="t006勺

く和訓 class="墨B"位置"右勺ヲチく/和副1>く/仮名注〉

く仮名注 id="t008勺

〈和副1class="墨C"位置よ右">クく/和訓〉く/仮名注〉

く仮名注 id="t010">

く和訓 class="朱r位置"右">ヤハラクく/和訓〉
く和訓 class="墨B"位置"右">(ヤハラ)力ナル<1和訓〉
く和訓 class="墨C"位置よ右勺アマナヒく/和訓〉

く和訓 class="墨C"位置よ左">

く合点 class="墨"位置-右"1>アマナヒく/和司11><1仮名注〉
〈仮名注 id=可012勺

く和副1c I ass="墨C"位置-右">タフトシく/和副1>く/仮名注〉

く/注釈〉

く/本文〉

7 おわりに

京都国立博物館蔵『世説新書』巻第六残巻は、ヲコト点主体の訓点資料であるため、構

造化のためのノレールが少なくて済んだが、今後、京都国立博物館蔵岩崎本『日本書紀』巻

第二十二や国家図書館(台北)蔵『史記』巻第二夏本紀など、仮名点や漢文注による注釈

が豊富な資料に対して、本格的に適応させた場合には、ノレールの見直しゃ、根本的な変更

が発生することも起こりえよう。本稿は、試行錯誤の始まりを述べたにすぎない。

釈文は、司11点資料の解読成果の一つではあるが、一次資料ではない。研究利用にあたっ

ては検証の必要があり、原本は難しくとも、原本の画像データと並べて、併せて活用する

ことが望ましい臼岡本隆明 (2008)などで提案されているような、原本画像を参照できる

「デジタノレ釈紋j のシステムが構築されれば、訓点資料の研究や高等教育に益するところ

大であろう。

師茂樹 (2007)は、司11点資料を含めた漢文のコーパスの必要性を述べている。司11点資料

を扱う研究者も活用できるようなコーパスを目指そうとすれば、試行錯誤の時聞がしばら

く必要である。今後の課題としたい。

最後に、今回設定したDTDを示す。

く!DOCTYPE本文[

く!ELEMENT本文(タイトル，本行+，注釈+)>

く!ELEMENTタイトル(書PCDATA，missingCharacter)>

く!ELEMENT本行(非PCDATA，missingCharacter，行，単字，連接，句点読点，科段点鈎点，双行

注)*>

く!ELEMENT双行注 (#PCDATA，missingCharacter，行，単字，連接，句点，読点)*>
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く!ELEMENT注釈(非PCDATA.missingGharacter.仮名注，漢文注)牢〉

く!ELEMENT行 EMPTY>

く!ELEMENT単字(枠内DATA.missingCharacter.ヲコト点返点声点人名.青紙)*>

く!ELEMENT連接(非PCDATA.missingCharacter.単字，合符，人名)本〉

く!ELEMENT句点 EMPTY>

く!ELEMENT読点 EMPTY>

く!ELEMENT科段点 EMPTY>

く!ELEMENT鈎点 EMPTY>

<!ELEMENT仮名注(和訓，字音)本〉

<!ELEMENT漢文注(反切，引用)本〉

く!ELEMENT和訓(非PCDATA.単字，合点)*>

<!ELEMENT字音(非PCDATA.単字，合点)*>

<!ELEMENT反切(伊CDATA.missingCharacter.単字，連接，合点)め

く!ELEMENT引用(非PCDATA.missingCharacter.単字，連接，合点)牢〉

く!ELEMENTヲコト点 EMPTY>

く!ELEMENT返点 EMPTY>

く!ELEMENT声点 EMPTY>

<!ELEMENT人名 EMPTY>

く!ELEMENT合符 EMPTY>

くIELEMENT合点 EMPTY>

く!ELEMENTmissingCharacter非PCDATA>

く!ELEMENT青紙 EMPTY>

く!ATTLlST行番号 CDATA棉印山RED>

く!ATTLlST単字 idCDATA非REQ山RED>

く!ATTLlST単字属性(補入|消|見消:補入l見消:消)> 
く!ATTLlST連接 idCDATA棉印UIRED>

く!ATTLlST句点 classCDATA開印UIRED>

く!ATTLlST読点 classCDATA開EQUIRED>

く!ATTLlST科段点 classCDATA開印UIRED>

く!ATTLlST鈎点 classCDATA相印UIRED>

く!ATTLlST仮名注 idCDATA開印山RED>

く!ATTLlST漢文注 idCDATA開印山RED>

く!ATTLlST和司11class CDATA開印UIRED>

く!ATTLlST和訓位置 CDATA棉印山RED>

<!ATTLlST字音 classCDATA開印UIRED>

く!ATTLlST字音位置 CDATA棉印UIRED>

く!ATTLlST半切 classCDATA #R印UIRED>
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く!ATTLlST半切位置 COATA棉印UIREO>

く!ATTLlST引用 classCOATA棉印UIRED>

く!ATTLlST引用位置 COATA棉印UIREO>

<!ATTLlSTヲコト点 classCOATA非REQUIREO>

く!AT孔1STヲコト点形状(星|線|鈎)相EQUIREO>

く!ATTLlSTヲコト点音節 COATA棉印UIREO>

く!ATTLlST返点 classCOATA非REQUIREO>

く!ATTLlST返点形状 COATA棉印UIREO>

く!ATTLlST返点音節 COATA>

<!ATTLlST声点 classCOATA開印山REO>

く!ATTLlST声点形状(星|圏)開印UIREO>

く!ATTLlST声点声調 COATA師団UIREO>

く!ATTLlST人名 classCOATA問団山REO>

< !ATTLlST人名形状(星|線)棉印UIREO>

く!ATTLlST合符 classCOATA棉印UIREO>

く!ATTLlST合符位置(中央|左)開印UIREO>

く!ATTLlST合点 classCOATA棉印UIREO>

く!AT孔1ST合点位置(右|左)棉印UIREO>

く!ATTLISTmissingCharacter unicode COATA> 

く!ATTLISTmissingCharacter daikanwa COATA> 
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